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機能水関連カレンダー  

第 53 回迅速検査研究会講演会  2026 年 3 月 10 日(火）   板橋区立文化会館（東京） 

ifia/HFE JAPAN 2026   26 年 5 月 27～29 日（水～金）  東京ビッグサイト西ホール 

＜報告＞  （一財）機能水研究振興財団 「機能水記念賞」 第 2 回授賞式 

 2026（令和 8）年 3月 2日、東京四谷の主婦会館において 2025 年度の授賞式が開催され、「アルカリイオン水の機

能解明と整水器の標準化ならびに業界の維持・発展への貢献」という理由により「アルカリイオン整水器協議会」に

授与された。選考委員長の吉川敏一先生による選考経過の説明の後、吉川先生は「今回の選考は今後の期待値を込め

ての選考である」ことを強調された。続いて、堀田国元機能水財団理事長より、表彰状、盾、目録が協議会役員に手

交され、受賞者を代表して田中亜侑美氏が答辞を述べられた。また、アルカリイオン整水器検討委員会（糸川嘉則委

員長）のメンバーであった早川享志先生（岐阜大名誉教授）と才原康弘氏（元パナソニック）が当時を振り返りつつ、

祝賀の講演とスピーチを行った。さらに、佐藤勉先生（東海大教授）が今後のアルカリイオン水研究の展望について

話された。懇親会も含めて会は終始和やかな雰囲気のうちに進み、菊地憲次先生音頭による一本締めで終了した。 
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 ＜報告＞    第 27 回日本口腔機能水学会学術大会 

メインテーマ： 「DX 時代の歯科医療における口腔機能水の役割 ― シンプルだからこそ強い技術」 

サブテーマ：   デジタル化が進むほど重要になる低侵襲・簡便・即効性 

     医療資源・コスト・環境負荷の観点も包含 

大会長 浅野正岳先生（→山本安希子先生）日本大学歯学部 

期日・会場：      2026 年 2 月 28 日（土）・3 月 1 日（日）・日本大学歯学部本館 

大会長を引受けておられた浅野正岳先生が 1 月 1日に急逝された状況の中で、学会副会長の井上一彦先生を中心に学

会理事会において善後策が検討され、浅野先生の講座の准教授の山本安希子先生に急遽大会長となっていただき、関

係者のご尽力により、予定通りの日程とプログラムで大会が無事に行われた。大会の冒頭、井上一彦先生の呼びかけ

により参加者は 1分間の黙祷を捧げた後、井上先生は浅野先生の人柄や学会への貢献などを偲ぶとともに事情を説明

され、理事会において井上先生自身が学会の副会長から会長に就任することになったことを報告された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅野正岳先生追悼の言葉 

第 27回日本口腔機能水学会 

山本安希子 大会長（日本大学病理学講座准教授） 

福井怜 実行委員長・角田麻里子 副実行委員長 

日本大学歯学部病理学講座 講座員一同 

 浅野正岳先生は、Interleukin (IL)-1α(IL-1α)が有する未知の機能を明らかにすることを生涯の研究テー

マとして掲げておられました。IL-1αは、サイトカイン研究の黎明期に同定された代表的な分子の一つであ

り、壊死刺激に伴って細胞外に放出され、周囲の細胞に危機的状況を伝達するアラーミンとして機能すること

が知られています。一方で、IL-1αは発見から長い年月が経過しているにもかかわらず、その全容はいまだ明

らかではありません。 

 浅野先生が IL-1αという分子に深く向き合う契機となったのは、機能水研究を通じてであったと伺っており

ます。とりわけ、口腔癌細胞に機能水を処理した際、各種サイトカインの中でも IL-1α放出が顕著に変動する

という知見が得られたことを受けて、本分子に強い関心を寄せられ、研究を深めてこられました。ゆるぎない

探究心と情熱に支えられ、IL-1αの本質に迫ろうとするその姿勢は、私たち後進の研究活動を導く確かな指針

となっております。こうして広がった研究の歩みは、これからも講座の研究活動の中で大切に受け継いでまい

ります。 

 ここに謹んで哀悼の意を表し、浅野正岳先生のご冥福を心よりお祈り申し上げます。 

  

開会式で挨拶される山本安希子先生 
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＜報告＞    生物安全実践講習会第 7 回実践コース B 

（一財）北里環境科学センターの共催協力を得て、（公財）ルイ・パストゥール医学研究センターと（一財）

機能水研究振興財団の共同公益事業として、2026 年 2月 25・26日の 2日間、北里大学と北里環境科学センタ

ーにおいて実施された。以下に、当日の様子を紹介する。 

 なお、次回（第 8回）の実践コース Bの講習会は、8月に関西において開催予定。詳細は、機能水研究振興

財団の HPに掲載されている「生物安全実践講習会」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お知らせ＞    ifia JAPAN 2026 

食品化学新聞社の主催で、2026 年 5月 27～29 日（水～金）、東京ビッグサイト西ホールで開催される。 

例年通り、（一財）機能水研究振興財団と（一社）日本電解水協会は協力して展示ブースを出展する予定。 

また、以下のように、5月 27日（水）午後に次亜塩素酸水に関する講演セッションが予定されている。 

 

セッション： 次亜塩素酸水（電解水）の近未来展望 

講演テーマ： 食品業界における次亜塩素酸水（電解水）の利用／効果とその評価 

13：10～13：40  演題：次亜塩素酸水（電解水）の近未来展望（仮） 

演者：(一財）機能水研究振興財団 理事長 堀田國元 

13：40～14：10  演題：食物アレルゲン除去における次亜塩素酸水への期待 

演者：愛知文教女子短期大学 教授 渡辺香織 

14：10～14：30  演題： ノロウイルス食中毒ゼロに向けた電解水の使用条件設定アイデア 

～ノロウイルス不活化試験キットの紹介～" 

演者：（株）プロテックス 須賀新太郎 

14：30～14：50  演題：ヒスタミン食中毒予防とその迅速検査 

演者：キッコーマンバイオケミファ（株） 松本浩祐 

14:50～15：10 演題：アレルゲン管理を見える化できる！簡易検査キット 

演者：（株）森永生科学研究所 菅村茉莉佳 
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